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【フリーアピールコーナー】

■現在、計画している講座･･･
新型コロナウイルス感染症予防のため、三密をいかに避けるかを考えなが
ら、講座等を計画しています。
①公民館スクール
「スプリングスクール、サマースクール、ウインタースクール」（年３回）

②自然体験講座（川遊び、まち探検）
③親子お菓子作り教室（料理教室等）
④おばあちゃんの知恵袋シリーズ（郷土料理等） など。

Point！

【特徴】

【参加者の声】

講座実施
風景
（写真）
数枚

市町村合併により真庭市となる以前（50年前）の久世町体育協会・ス
ポーツ少年団の設立に尽力され、地域の子どもたちの成長を公民館を拠
点として支援してきた。
また、社会教育委員として、公民館の重要な役割を理解しているから

こそ、「公民館活動を何とか充実させたい！」という強い思いをもって、
教育委員会と連携し、平成27年、地域のボランティアによる「久世公民
館活動推進委員会」を設立した。
子どもたちのための公民館主催講座を提案。

・平成11年～25年（15年間）久世生涯学習推進会議（議長）
・平成21年～現在 真庭市社会教育委員
・平成28年～現在 久世公民館活動推進委員会（委員長）

【一言メッセージ】

長年、多くの仲間や関係者とともに、久世公民館活動を推進する中で、推進委員会の充実を図ることの
難しさや、公民館主催講座を企画・運営することの大変さを感じることがあった。
しかし、真庭市教育委員会生涯学習課の皆さんや、学校・家庭・地域・関係団体等の皆さんとの関わり

を通して、地域全体で子どもたちの成長に関わっていく風土が生まれてきたように感じている。
また、多くの子どもたちが、講座を楽しみにしてくれていたり、学校や道ばたで会ったときに、笑顔で

挨拶をしてくれたりすることが、一番の喜びであり、楽しみとなっている。
これからも、地域の方に御協力をいただきながら、子どもからお年寄りまで、地域全体が公民館を拠点

に「ひとつ」になれたら！そんなことを常々考えている。子どもを中心に据えて、頑張っていきたい。

★推進委員会のモットー：「認める」「任せる」「支援する」「評価する」

今、こんな講座につながってますよー♪

【略歴】

御名前：福井 孝行 氏
久世公民館活動推進委員会委員長

兼 社会教育委員

■これまで、開催してきた講座･･･
①防災体験教室
②旧遷喬小学校写生教室
③絵本の料理を作って食べよう
（図書館コラボ企画） など。

■久世公民館は真庭市の中でも唯一、地域の方が集まって組織された団体（久世公民館活動推進委員会）と一緒に講座の企画・運営を行っています。委員の皆さんには、無報酬で月1回程
度の会議への出席や当日の運営に尽力していただいています。今後は、これまで公民館主催講座に参加してくださった地域の方々に「アンケート調査」を行うことでニーズを把握し、それに対
応できるような講座や図書館とも連携した講座を検討していきたいと考えています。また、真庭市教育委員会として、学校と地域の方が中学校区で情報共有する場（地域学校協働活動）に、公
民館職員も参加し、情報共有を充実させ、公民館主催講座につなげる取組を推進していきます。（北房中学校区・蒜山中学校区）

真庭市教育委員会生涯学習課で公民館担当をしている横山です。
生涯学習課としては2回の出戻りで、トータル10年目。社会教育

歴は12年の課の中では最年少の40歳です。（国民体育大会と国民
文化祭にも主管課として携わらせていただきました。）
自分の大切にしていることは、どんな仕事でも「どうすれば自分

が楽しめるか」を考えることです。嫌々しても楽しくないし、それ
が周りの人を不快にさせるかもしれません。何より、楽しめれば自
分も頑張れますから。
最近心に残っていることは、高校生など若い子たちが、自分たち

がやりたいことを教育委員会まで直接、相談に来たことです。この
つながりができたことで、若い子から頼られたり相談されたりする
ことが増えました。時代の流れですが、連絡のやりとりはSNSです。
たまに既読スルーされますが、めげずに頑張っています。

提案

「しゃぼん玉」に写る

横山主査

（高校生男）教員志望です。教えることは難しいけど、子どもたちに
喜んでもらえて本当にうれしい！
将来は、教師として真庭に帰ってきて頑張りたい。

（小学生女）お姉さんに優しく教えてもらえて、良かったです。
お姉さんみたいになりたいです。

（高校生女）良かった～。うれしい～、大好き～！

（公民館職員）
高校生にとって、小学生に喜んでもらえることは、自己肯定感
や自己有用感の向上につながり、小学生にとっては、身近なお兄
さん、お姉さんに優しく教えてもらうこと、優しく接してもらえ
ることそのものが、自己存在感の向上につながっています。
参加者の、とっても良い表情が印象的な講座です♪

真庭市では市内在住の高校生有志が、「何か地域に貢献で
きることがしたい」という思いから、『学習支援グループ』
を設立し、進んで勉強したい子どもたちに、学習の方法や楽
しさを伝えるため、小学生を対象に定期的に学習支援を行っ
ています。
学習会の開催に向けて、高校生達は、自らチラシを作り、

近隣の小学校に持参し趣旨を説明するなど、参加を呼びかけ
ました。講座開設から２年、小学生が持参した宿題や自主学
習を高校生がわかりやすく教えています。

放課後に公民館を活用して、高校生たちが地域を舞台
に主体的に活動する「うちのオススメ講座」です！

地域ボランティアが

公民館主催講座を提案！
公民館と高校生が連携！！
『真庭学習会』

真庭市
久世公民館

新

私のモットー（自己紹介・大切にしていること・最近心に残っていること） 公民館主催講座

真庭市教育委員会生涯学習課
主査 横山 智史 氏


